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広報かたしな H15. 11

村
税
の
推
移
（
過
去
５
年
間
）

地
方
交
付
税
の
推
移
（
過
去
５
年
間
）
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この数字は平成15年３月

31日の人口5,985人で単純

に割ったものです。法人関

係は含まれていません。

公 営 企 業 会 計

平成14年度予算決算総括表

（単位　千円）

（単位　千円）

歳　出
4,499,447

単位:千円

議会費　2.2%

総務費　17.5%

民生費 15.6%

土木費 6.5%

衛生費 9.3%
農林水産業費
10.9%

消防費　3.2%

災害復旧費
1.0%

諸支出　4.9%

教育費 10.3%

公債費　15.5%

村民税

普通交付税

特別交付税

固定資産税

軽自動車税
村たばこ税
特別土地保有税
入湯税

１人当り

議　会　費　 16,576円

総　務　費　131,324円

民　生　費 116,939円

衛　生　費 70,151円

農　林　水 82,003円

商　工　費 23,979円

土　木　費 48,709円

消　防　費 24,047円

教　育　費 77,072円

１人当り

村　民　税　 22,554円

固定資産税　 69,674円

軽自動車税 2,125円

村たばこ税 11,988円

特別土地保有税 27円

入　湯　税 1,076円

計　　　590,800円

計　　　107,444円

一般会計

国保会計

老保会計

簡水会計

農集排会計

下水道会計

介護会計

4,568,607

568,396

583,894

134,911

393,889

239,275

277,366

6,765,798

4,568,067

568,396

583,894

134,911

393,889

239,275

277,366

6,765,798

4,596,828

597,867

571,310

137,153

280,440

221,714

296,239

6,701,551

4,499,447

538,060

564,647

128,832

269,009

220,840

269,831

6,490,666合　　計

予　　算

歳　出 歳　入 歳　出

決　　算
区　分

歳　入

区　　分

観光施設
事業特別
会　　計

項　　目

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

5 4 9 , 6 3 3

5 4 9 , 5 7 6

1 4 0 , 5 0 0

2 2 0 , 8 5 2

5 0 4 , 2 7 3

4 9 1 , 7 5 6

1 4 0 , 5 0 0

2 2 0 , 8 4 2

予　　算 決　　算

平成10年度

703,839

平成11年度

693,078

平成12年度

661,362

平成13年度

673,251

平成14年度

643,054

平成10年度

2,357,133

平成11年度

2,427,390

平成12年度

2,375,361

平成13年度

2,245,504

平成14年度

2,055,094

村
民
一
人
当
り
の
村
税
負
担
額

村
民
一
人
当
り
に
使
わ
れ
る
お
金

平成14年度 商工費　3.2%

般一
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広報かたしな H15. 11

村税　15.9%

平
成
十
四
年
度
決
算

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決

算
が
九
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
四
五
億
九
、
六
八
二
万
七
、

六
八
〇
円
、
歳
出
が
四
四
億
九
、
九
四
四
万
七
、
三
五

九
円
で
差
引
き
残
金
九
、
七
三
八
万
三
二
一
円
が
次
年

度
繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
年
度
別
決
算
状
況
（
過
去
５
年
間
）

歳
出
年
度
別
決
算
状
況
（
過
去
５
年
間
）

6,000,000
単位:千円

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

5,386,137

平成10年度

5,336,444

平成11年度

5,250,475 4,791,826

平成12年度 平成13年度

4,596,828

平成14年度

6,000,000
単位:千円

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

5,272,762

平成10年度

5,187,418

平成11年度

5,096,598

平成12年度

4,678,219

平成13年度

4,499,447

平成14年度

地方譲与税　1.6%

自動車取得税交付金
0.9%

分担金及び負担金
2.1%

使用料及び手数料
0.6%

国庫支出金
2.4%

繰越金　2.5%

財産収入　
0.3%

寄附金　
0.1%

歳　入
4,596,828

単位:千円

村税　14.0%

地方交付税　44.7%

村債 12.1%

繰入金 8.1%

利子割交付金　0.1%

地方消費税交付金　1.1%

ゴルフ場利用税交付金
0.1%

地方特例交付金
0.2%

村税

議会費
総務費

民生費

衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

公債費

諸支出

地方譲与税

村債
諸収入

利子割交付金

ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方消費税交付金

分担金及び負担金

地方交付税

地方特例交付金

使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入

繰入金
寄附金

繰越金

災害復旧費

県支出金 5.1%

諸収入　3.9%

会 計
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広報かたしな H15. 11

私
た
ち
の
住
む
片
品
村
の
益
々
の

発
展
を
願
い
、
十
月
一
日
か
ら
十
九

日
ま
で
花
の
駅
広
場
に
手
作
り
か
か

し
三
十
六
体
を
展
示
し
て
か
か
し
祭

り
を
行
い
ま
し
た
。

最
優
秀
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
と

み
も
と
館
（
花
咲
）
の
「
花
駅
花
子

の
秋
の
収
穫
祭
」
が
輝
き
ま
し
た
。

審
査
は
、
昨
年
同
様
、
一
般
の
方
の

投
票
に
、
実
行
委
員
会
の
委
嘱
し
た

審
査
員
票
が
加
算
さ
れ
各
賞
が
決
定

し
ま
し
た
。

一
般
人
気
投
票
の
総
数
は
、
一
、

九
三
五
票
で
昨
年
よ
り
も
大
幅
に
増

え
、
大
勢
の
方
が
見
に
来
て
お
り
ま

し
た
。
出
展
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、

そ
し
て
人
気
投
票
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

花
の
駅
情
報

武
尊
根
小
学
校
の
体
育
館
で
リ
コ

ー
ダ
ー
講
習
を
行
い
、
桜
花
苑
で
発

表
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
」
や
「
荒
城
の
月
」

な
ど
の
お
年
寄
り
の
知
っ
て
い
る
曲

を
演
奏
し
た
の
で
、
お
年
寄
り
も
一

緒
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

小
学
生
や
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

一
生
懸
命
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
を
し
た

り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ
「
リ
コ
ー
ダ
ー
講
習
」

十
一
月
十
七
日
・
十
八
日
の
二
日

間
、
飯
能
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
、
二
〇
〇
三
年
度
（
第

十
回
）
日
本
ミ
ッ
ド
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ

選
手
権
に
、
片
品
村
土
出
の
梅
澤
吉

さ
ん
が
出
場
い
た
し
ま
す
。

梅
澤
さ
ん
は
関
東
決
勝
大
会
で
六

位
入
賞
と
い
う
輝
か
し
い
結
果
を
残

し
、
今
大
会
に
関
東
代
表
と
し
て
出

場
い
た
し
ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ
応
援
に

出
か
け
て
く
だ
さ
い
。

二
〇
〇
三
年
度
（
第
十
回
）
日
本
ミ
ッ
ド
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
に
出
場

’
グランプリ

準グランプリ

古屋　日和さん　おにぎり親子

優　秀　賞

優　秀　賞

南保育園さん　ハム太郎

特　別　賞

千明　洋子さん　小泉総理大臣

とみもと館さん　花咲花子の秋の収穫祭

星野　朝助さん　アスパラくん
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広報かたしな H15. 11

「
自
分
の
住
ん
で
い
る
村
を
空
か

ら
見
て
み
よ
う
」
と
、
中
学
三
年
生

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
搭
乗
体
験
学
習
を
今
年
も

十
月
二
十
四
（
金
）
に
実
施
し
ま
し

た
。飛

行
コ
ー
ス
は
、
片
品
へ
リ
ポ
ー

ト
を
離
陸
し
、
村
の
集
落
の
上
空
を

一
周
し
、
片
品
へ
リ
ポ
ー
ト
に
着
陸

す
る
と
い
う
約
十
分
コ
ー
ス
で
実
施

し
ま
し
た
。

今
年
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
と
エ
ン
麦

の
会
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
築
地
の
原
に
四
つ
の
エ
ン
麦
の

絵
を
描
き
、
上
空
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
生
徒
た
ち
は
と
て
も
感
激
し
た

よ
う
で
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、

絶
好
の
飛
行
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
片
品
村

を
、
上
空
か
ら
見
学
し
た
生
徒
の
皆

さ
ん
が
、
片
品
村
を
再
認
識
し
「
自

分
た
ち
の
村
は
広
い
な
、
す
ば
ら
し

い
村
な
ん
だ
な
あ
」
と
感
じ
て
く
れ

て
い
た
ら
、

こ
の
搭
乗
体

験
学
習
も
大

成
功
だ
と
思

い
ま
す
。

（
総
務
課
）

空
か
ら
じ
ぶ
ん
の
村
を
み
よ
う
‐
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
乗
体
験
学
習
‐

九
月
二
十
三
日
（
火
）
・
十
月
五

日
（
日
）
・
十
二
日
（
日
）
の
三
日

間
、
利
根
郡
各
町
村
を
会
場
に
第
四

十
一
回
利
根
郡
民
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
13
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
九
月
二
十
三
日
に
卓
球

競
技
が
片
品
村
で
開
催
さ
れ
、
十
月

十
二
日
に
昭
和
村
総
合
運
動
公
園
に

お
い
て
総
合
開
会
式
及
び
陸
上
・
マ

ラ
ソ
ン
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
片
品
村
選
手
団
は
、
陸
上

男
子
、
陸
上
女
子
が
優
勝
、
ま
た
、

剣
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
、
サ
ッ

カ
ー
も
好
成
績
を
残
し
片
品
村
は
、

総
合
成
績
で
第
五
位
と
な
り
ま
し

た
。選

手
、
役
員
の
皆
さ
ん
、
長
期
間

に
わ
た
り
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
成
　
績

優
　
勝

陸
上
男
子

陸
上
女
子

準
優
勝

剣
　
　
道

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

第
三
位

サ
ッ
カ
ー

★
個
人
成
績

陸
上
優
勝

男
子
中
学
生
百
Ｍ
　
　
狩
野
　
恭
平

男
子
四
十
才
代
百
Ｍ
　
入
澤
正
次
郎

男
子
五
十
才
以
上
千
五
百
Ｍ

千
明
　
太
郎

男
子
五
十
才
代
砲
丸
投

星
野
　
和
雄

男
子
四
百
Ｍ
リ
レ
ー

女
子
二
十
九
才
以
下
走
高
跳

萩
原
　
光
穂

女
子
三
十
才
代
百
Ｍ
　
入
澤
　
純
子

陸
上
準
優
勝

男
子
二
十
九
才
以
下
千
五
百
Ｍ

河
野
　
伸
幸

男
子
三
十
才
代
百
Ｍ
　
星
野
　
一
忠

男
子
三
十
・
四
十
才
代
砲
丸
投

井
上
　
正
紀

女
子
中
学
生
百
Ｍ
　
　
小
須
田
菜
摘

女
子
中
学
生
八
百
Ｍ
　
高
橋
　
理
紗

女
子
二
十
九
才
以
下
砲
丸
投

石
田
　
美
穂

女
子
四
百
Ｍ
リ
レ
ー

陸
上
第
三
位

男
子
四
十
才
代
千
五
百
Ｍ

井
上
　
　
覚

女
子
千
五
百
Ｍ
　
　
　
星
野
真
里
恵

以
上
の
成
績
等
に
よ
り
次
の
方
々

が
利
根
郡
代
表
と
し
て
第
四
十
一
回

県
民
体
育
大
会
に
出
場
い
た
し
ま
す
。

陸
上

狩
野
　
恭
平(

中
学
生
百
Ｍ
、
四
百
Ｍ
リ
レ
ー)

星
野
　
一
忠(

三
十
才
代
百
Ｍ)

入
澤
正
次
郎(

四
十
才
代
百
Ｍ
、
四
百
Ｍ
リ
レ
ー)

千
明
　
太
郎(

五
十
才
以
上
千
五
百
Ｍ
）

星
野
　
和
雄(

五
十
才
代
砲
丸
投)

萩
原
　
光
穂(

二
十
九
才
以
下
走
高
跳)

入
澤
　
純
子(

三
十
才
代
百
Ｍ
、
四
百
Ｍ
リ
レ
ー)

小
須
田
菜
摘(

四
百
Ｍ
リ
レ
ー)

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

入
澤
　
　
愛

柔
　
道

田
村
　
勝
利

剣
　
道

須
藤
　
欽
次

サ
ッ
カ
ー

小
林
　
君
雄

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

鈴
木
　
春
夫

テ
ニ
ス

角
田
　
幸
司

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

入
澤
　
　
玄

第
四
十
一
回
利
根
郡
民
体
育
大
会



広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
五
年
十
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

指
差
し
て
幼
が
ま
ね
く
赤
と
ん
ぼ

尾
瀬
守
り
の
熊
の
話
や
木
の
実
降
る

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

よ
み
か
け
の
ペ
ー
ジ
に
挟
む
初
紅
葉

ヘ
リ
の
音
ま
た
近
く
な
り
鰯
雲

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

鉄
線
花
楚
楚
と
一
輪
返
り
花

百
千
の
露
に
傾
く
箒
草

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

定
ま
ら
ぬ
寝
ぐ
ら
い
ず
こ
に
秋
の
蝶

夕
空
に
い
の
ち
短
か
き
赤
ト
ン
ボ

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

山
野
辺
の
仄
か
に
灯
る
野
紺
菊

老
ど
ち
の
若
き
日
語
り
秋
魚
食
ふ

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

一
病
が
こ
の
世
の
運
命
秋
お
し
む

年
輪
を
重
ね
て
一
句
盆
供
養

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

鹿
駆
除
の
鹿
が
追
わ
る
る
も
み
ぢ
谿

菊
咲
い
て
智
恵
子
の
空
の
ど
こ
ま
で
も

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

薄
絹
の
よ
う
な
秋
日
や
露
天
風
呂

コ
ー
ヒ
ー
の
冷
め
る
速
し
や
秋
灯
下

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

田
舎
道
い
ず
こ
え
帰
え
る
か
秋
つ
ば
め

使
い
継
ぐ
父
の
小
鎌
で
稲
を
刈
る

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

夜
あ
け
空
雲
ひ
と
つ
な
き
今
朝
の
霜

ス
ス
キ
野
に
い
つ
し
か
消
え
し
虫
の
声

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

芒
穂
の
眠
り
起
こ
さ
ず
小
夜
時
雨

湯
の
旅
路
土
産
お
も
た
き
曼
珠
沙
華

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

秋
の
日
の
ち
ら
ほ
ら
動
く
水
の
上

葉
桜
の
真
赤
に
染
ま
り
花
に
似
て

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

蟷
螂
に
目
を
合
わ
さ
れ
て
語
り
か
け

柿
熟
れ
て
小
鳥
の
分
も
残
し
け
り

鎌
田
　
　
　
萩
原
弥
栄
子

昨
日
よ
り
深
き
青
空
鳥
渡
る

立
ち
食
の
道
の
駅
な
る
走
り
蕎
麦

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

ふ
ら
こ
こ
の
靴
ち
ぐ
は
ぐ
な
秋
の
空

黄
昏
て
尚
も
稲
穂
の
夕
明
り

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

仏
壇
の
山
百
合
の
香
の
降
り
て
来
る

菊
の
花
献
花
の
人
の
皆
老
い
し

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

花
豆
の
艶
め
き
秋
の
日
を
は
じ
く

祝
ぎ
ご
と
の
小
皿
洗
へ
り
秋
ざ
く
ら

鎌
田
　
　
　
大
竹
　
恵
子

秋
バ
ラ
の
香
が
夕
風
に
匂
い
け
り

コ
ン
バ
イ
ン
音
高
ら
か
に
稲
を
刈
る

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

や
す
ら
か
な
勇
士
の
眠
り
菊
薫
る

淡
き
陽
や
実
ら
ぬ
稲
の
風
に
哭
く

Culture Comparison: 文化の比較：

Key words: キーワード：
cold 風邪　　　　　　 escape 逃げ出す
flu インフルエンザ　　blessing 加護
bless 恩恵を祈る　 protect 守る
sneeze くしゃみ　 superstition 迷信
spirit たましい　　　 take care 気をつける

Question: 問題：
What do Americans and others say when
someone sneezes? (And, what is the proper
response? Do you know?)
アメリカ人は誰かがくしゃみをした時になんと言う
でしょう？（それに対する返事を知っていますか）

Last Month's Answer:  先月の答え：
No, most Americans don't peel their grapes 
or any other fruits. 
アメリカ人は葡萄でもなんでも果物の皮をむかな
いで食べます。

November Celebration: 11月のおまつり：

11/18 Mickey Mouse Day（国際）
Celebrate the world's favorite mouse's 75th 
birthday! 
ミッキーマウスの日
世界中で愛されているねずみの75歳の誕生日です。
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Winter is coming, and cold and flu season is here.
まもなく冬がやってきます。風邪とインフルエンザの季節です。
In many English-speaking countries, we say "Bless you" after someone sneezes.
多くの英語圏では誰かがくしゃみをした時に「ブレス　ユー」と声をかけます。
This is because, in the old days, people believed a sneeze was a person's spirit trying to escape.
昔、人々はくしゃみでその人の魂が身体から抜け出してしまうと信じていたからです。
So, we need God's blessing to protect us.
それで、私たちは自分を守るために神の保護が必要だと考えたのです。
My friends told me that there is a different superstition about sneezes in Japan.
日本にもくしゃみに関する言い伝えがあると聞きました。
If you sneeze once, it means someone is saying something nice about you. 
一回のくしゃみは誰かがうわさをしている。
Twice means someone is saying something bad about you.
二回は悪口を言っている。
Three times? That means you have a cold! 
三回は？　風邪ですね。
Bless you and take care!
あなたに神のご加護を。身体を大切に！

おだいじに



花
咲
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
通
水

記
念
式
典
を
平
成
十
五
年
十
月
二
十

二
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

花
咲
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
も

平
成
十
年
度
か
ら
実
施
し
、
平
成
十

五
年
度
を
も
っ
て
全
て
の
工
事
が
完

成
と
な
り
、
通
水
式
の
翌
日
平
成
十

五
年
十
月
二
十
三
日
（
木
）
か
ら
い

よ
い
よ
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

花
咲
（
一
部
地
域
を
除
く
）
・
針
　

山
地
区
の
み
な
さ
ん
、
下
水
道
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
ご
家
庭
の
水
洗
ト

イ
レ
、
台
所
、
お
風
呂
な
ど
汚
水
を

下
水
道
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

せ
っ
か
く
で
き
あ
が
っ
た
下
水
道

も
、
各
家
庭
に
接
続
し
て
い
た
だ
か

な
い
と
、
地
域
一
帯
の
生
活
環
境
の

改
善
が
進
み
ま
せ
ん
。
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
ご
家
庭
は
、
一

日
も
早
く
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
手
続
き
等
不
明
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
合
せ
先

役
場
経
済
課
　
農
業
集
落
排
水
係

電
話
５
８
‐
２
１
１
１
（
内
線
30
）

花
咲
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
通
水
記
念
式
典

平
成
十
五
年
度
片
品
村
消
防
団
秋

季
点
検
が
十
月
五
日
（
日
）
片
品
中

学
校
校
庭
で
利
根
沼
田
地
区
の
点
検

会
場
と
し
各
市
町
村
の
消
防
団
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
消
防
関
係
者
が
訪

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
訓
練
と
し
て
行
っ
た
「
災
害

対
策
合
同
訓
練
」
で
は
、
片
品
村
消

防
団
が
土
の
う
積
を
、
広
域
消
防
署

は
梯
子
車
で
の
救
出
や
ロ
ー
プ
・
担

架
を
使
っ
た
崖
下
か
ら
の
救
助
、
群

馬
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
救
助
訓

練
等
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
機
械
器
具
の
点
検
・
ポ
ン

プ
操
法
等
力
強
い
点
検
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

片
品
小
学
校
と
武
尊
根
小
学
校
を

会
場
と
し
て
、
就
学
時
子
育
て
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

片
品
小
学
校
会
場
で
は
、「
小
学

生
に
対
す
る
親
の
接
し
方
―
臨
床
心

理
士
か
ら
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
―
」
と

い
う
演
題
で
、
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

親
子
の
関
係
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て

①
親
が
子
ど
も
の
話
を
聞
き
流
せ
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
こ
と

②
「
ほ
め
る
」
の
で
は
な
く
「
た
た

え
る
」
こ
と

③
「
お
こ
る
」
の
で
は
な
く
「
し
か

る
」
こ
と

④
眉
を
上
手
に
使
い
顔
の
表
情
を
つ

く
る
こ
と

な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

親
に
分
か
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う

体
験
を
子
ど
も
が
す
る
よ
う
に
親
が

接
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
そ
う
で
す
。

武
尊
根
小
学
校
で
は
、
児
童
を
交

え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
「
子
ど

も
の
発
達
と
生
活
リ
ズ
ム
」
と
い
う

演
題
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朝
食
を
と
る
こ
と
の
大
切
さ
や
し
っ

か
り
と
し
た
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
け
さ

せ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
の
一
部
を
要
約
し

て
紹
介
し
ま
す
。「
日
常
生
活
の
例

を
挙
げ
て
の
話
は
、
と
て
も
楽
し
く

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
時
間
が

あ
っ
た
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん
聞
き
た

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
片
品
小
学

校
会
場
）」、「
と
て
も
勉
強
に
な
る

講
座
で
し
た
。
大
上
段
に
構
え
た
講

演
で
は
な
く
、
今
回
の
よ
う
な
講
演

は
、
是
非
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
武
尊
根
小
会
場
）」
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片
品
村
消
防
団
秋
季
点
検
を
実
施

子
育
て
講
座



日
時

平
成
15
年
12
月
１
日
（
月
）

午
後
６
時
開
場
　
６
時
30
分
上
映
　

会
場

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

上
映
作
品

「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」

入
場
料
は
無
料
で
す
。
ご
家
族
で

楽
し
め
る
映
画
で
す
の
で
是
非
み
な

さ
ん
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
ご
来

場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

群
馬
県
支
部
（
前
橋
市
大
渡
町
）
で

は
、
次
の
と
お
り
、
消
防
設
備
士
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
設
備
士
と
は
、
消
防
法
に
基

づ
き
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
消
防
用
設
備
等
を
設
置
す

る
場
合
や
機
能
の
点
検
等
を
行
う
場

合
に
必
要
な
資
格
で
す
。

と
　
き

平
成
十
六
年
一
月
十
八
日

と
こ
ろ

前
橋
工
業
高
等
学
校

受
　
付

受
験
願
書
受
付

（
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
）

十
一
月
二
十
五
日（
火
）〜

十
二
月
五
日
（
金
）
の
間

願
書
配
布

受
験
願
書
は
、
東
消
防
署

で
配
布
し
て
い
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、

東
消
防
署
　
1
五
六
―
二
三
〇
〇

も
っ
と
安
心
し
て
働
き
た
い
あ
な

た
に
、
育
児
・
介
護
・
家
事
の
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
電
話
等
で
提

供
し
ま
す
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
た
り

保
育
施
設
へ
の
送
迎
な
ど
、
子
育
て

の
手
助
け
を
す
る
「
保
育
サ
ポ
ー
タ

ー
」
の
案
内
も
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

提
供
情
報
の
内
容

保
育
施
設
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、
高
齢
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

家
政
婦
（
夫
）
紹
介
所
、
介
護
用
品

販
売
・
レ
ン
タ
ル
業
者
、
家
事
代
行

な
ど

情
報
提
供
及
び
問
い
合
わ
せ
先

1
０
２
７
‐
２
３
１
‐
２
０
２
０

21
世
紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所

http://w
w
w
.2020net.jp

利
用
時
間

月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

十
一
月
は
、
計
量
強
調
月
間
で
す
。

計
量
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
量
り

売
り
や
、
体
重
・
血
圧
・
体
温
の
測
定
、

大
気
中
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の
濃

度
測
定
な
ど
私
た
ち
の
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の
計
量
に

目
を
向
け
て
見
ま
し
ょ
う
。

計
量
検
定
所
で
は
、
ご
家
庭
の
体

重
計
、
血
圧
計
、
体
温
計
や
料
理
用

の
は
か
り
な
ど
の
無
料
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
量
に
つ
い

て
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

計
量
検
定
所
（
1
０
２
７
・
２
６

３
・
２
４
３
６
　
Ｆ
ａ
ｘ
０
２
７
・

２
６
３
・
３
１
４
２
）

前
橋
市
に
お
住
ま
い
の
平
井
敦
氏

よ
り
図
書
「
尾
瀬
の
麓
の
探
鳥
記
」

を
中
央
公
民
館
図
書
室
に
寄
贈
し
て

頂
き
ま
し
た
。

平
井
氏
が
、
十
年
近
く
前
に
片
品

北
小
学
校
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
時
に

教
え
子
達
と
一
年
間
に
わ
た
っ
て
行

っ
た
野
鳥
観
察
の
記
録
を
、
当
時
の

思
い
出
と
と
も
に
ま
と
め
た
本
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
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☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
寿
大
学

「
講
演
及
び
閉
講
式
」

・
第
八
回
「
古
文
書
を
読
む
会
」

☆
子
育
連
・
青
少
推
関
係

・
上
毛
か
る
た
大
会

・
子
育
連
、
青
少
推
合
同
会
議

☆
文
化
セ
ン
タ
ー
関
係

・
片
品
映
画
会
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」

☆
学
校
関
係

・
小
学
校
卒
業
を
祝
う
会

・
小
中
学
校
終
業
式

・
冬
季
休
業
日
（
前
期
）

◇
片
小

・
六
年
生
保
護
者
会

・
学
校
保
健
委
員
会

◇
北
小

・
交
歓
会
保
護
者
会

◇
南
小

・
避
難
訓
練

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

・
学
習
発
表
会
・
健
全
育
成
地
区
会
議

・
振
替
休
業
日

・
ひ
ま
わ
り
の
会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
員
会

◇
武
小

・
人
権
集
会

・
学
習
発
表
会

・
桜
花
苑
交
流
会

・
日
本
銀
行
本
店
見
学

◇
片
中

・
振
替
休
業
日

・
人
権
集
中
学
習

・
性
教
育
講
演
会

☆
そ
の
他

・
書
道
教
室

４
日

下
旬

７
日

下
旬

１
日

５
日

24
日

25
日
〜
１
月
７
日

８
日

19
日

11
日

２
日

５
日

６
日

８
日

10
日

10
日

８
日

９
日

12
日

17
日

１
日

４
日

11
日

７
・
21
日

※
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

12
月
12
月

か
た
し
な
映
画
会
の
ご
案
内

２
０
２
０
・
テ
レ
フ
ォ
ン
群
馬

消
防
設
備
士
試
験
の
実
施

に
つ
い
て

体
重
・
血
圧
は
正
確
に
計
れ
て

い
ま
す
か

図
書
寄
贈
に
つ
い
て

フ
レ
ー
フ
レ
ー



8

十
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日

の
三
日
間
、「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光

社
・
片
品
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
片
品
の
「
人
」
を

観
光
資
源
と
し
て
捉
え
た
旅
、
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
」で
す
。

◆
村
民
と
一
般
参
加
者
と
の
交
流
を

と
お
し
て
、
地
域
の
よ
さ
を
再

発
見
し
て
い
き
ま
す
。

◆
人
・
生
活
・
自
然
な
ど
、
い
ろ
ん

な
地
域
の
よ
さ
を
見
つ
め
な
お

し
ま
す
。

◆
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
七
地
区

に
分
か
れ
て
散
策
・
体
験
・
交

流
を
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
宝
物
を
紹
介
し

よ
う
と
準
備
中
で
す
。

各
地
区
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
区
　
高
原
ぶ
ら
り
旅

二
区
　
神
世
か
ら
現
代
（
い
ま
）
へ

悠
久
の
時
の
流
れ
を
物
語

る

三
区
　
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
花
咲
へ
よ

う
こ
そ

四
区
　
巡
り
合
う
暮
ら
し
か
ら
生
き

方
　
そ
し
て
自
分
自
身
へ

五
区
　
か
や
ぶ
き
屋
根
の
あ
る
風
景

う
つ
り
ゆ
く
季
節
を
感
じ

て

六
区
　
白
へ
の
い
ざ
な
い

八
区
　
ぶ
ら
ぶ
ら
鎌
田
旅

「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
」

は
、
い
わ
ゆ
る
観
光
ツ
ア
ー
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

伝
統
を
受
け
継
い
だ
民
俗
や
人
、

自
然
な
ど
の
貴
重
な
文
化
資
源
を
見

つ
め
直
し
、
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
と

地
元
の
方
々
が
み
ん
な
で
地
域
お
こ

し
を
考
え
て
ゆ
く
、
ま
っ
た
く
新
し

い
・
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
す
。

こ
う
し
て
見
つ
け
た
宝
物
が
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
、
い
わ
ば
「
心
の

地
図
」
に
残
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、

こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
出
会
っ
た
方

は
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
法
改
正
に
よ
り
、
本
村

で
は
高
齢
者
を
対
象
に
予
防
接
種
を

行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風
邪

と
違
い
、
高
齢
者
が
感
染
す
る
と
重

症
化
や
死
に
至
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
流
行
す
る
前
に
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
で
発
病
や
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
抵
抗
力

が
つ
く
ま
で
に
は
、
通
常
、
二
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
。
流
行
す
る
前
の

十
二
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
受
け
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

対
象
者

①
65
歳
以
上
（
接
種
し
た
日
）
の
希

望
者

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
人
で
、
国

で
定
め
る
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
の
障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

ィ
ル
ス
に
よ
る
機
能
障
害
の
あ

る
人

実
施
期
間

平
成
15
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
16
年
１
月
31
日
ま
で

費
用個

人
負
担
千
円
、
た
だ
し
生
活
保

護
世
帯
の
人
は
無
料

実
施
方
法

下
記
の
医
療
機
関
で
実
施
し
ま

す
。
医
療
機
関
に
よ
っ
て
、
予
約
の

し
か
た
が
違
い
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
確
認
の
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か

け
下
さ
い
。

広報かたしな H15. 11

「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
」

が
開
催
さ
れ
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
行
っ
て
い
ま
す

日　時 平成15年11月28日（金）
開演　午後６時～（公演後体験あり）

会　場 花咲の湯
入　会 月会費500円（４才以上～大人）
問合せ 片品おやこ劇場（158－2348）

こまおっちゃんのこまのサーカス
―こま名人がやってくる―

片品おやこ劇場　第35回公演

※医療機関によって、診療時間などが違いますので、あらかじめ確認の電話をしてからお出かけください。

高齢者インフルエンザ予防接種実施医療機関一覧表

石 田 医 院
内 田 病 院
江森内科医院
回 生 堂 医 院
加 瀬 医 院
かないクリニック
金 海 医 院
久保産婦人科医院
桑原記念医院
桑原内科医院
見 城 医 院
小 板 橋 医 院
こ う だ 医 院
国立沼田病院
塩 崎 医 院
白根クリニック
高橋産婦人科医院
高橋神経内科医院
角田外科医院
つのだ小児科クリニック
利根中央病院
と ね 診 療 所
沼田クリニック
沼田脳神経外科循環器科病院
林 内 科 医 院

馬喰町 1214
久屋原町 345-1
西倉内町 588
東倉内町 837-1
鍛冶町 983
西原新町 甲92
戸神町 602
高橋場町 2031-4
清水町 4206
材木町 45-1
東原新町 1847-10
西倉内町 822-3
材木町 156 
上原町 1551-4
清水町 4211
薄根町 3300-1
坊新田町 1102
鍛冶町 918
上原町 1555-3
西原新町 甲122
東原新町 1855-1
東原新町 1917-1
栄町 61-3
栄町 8
横塚町 1275-2

22－2477
23－1231
20－1001
22－2037
23－5808
22－1166
24－8155
23－1360
22－2333
23－1080
23－5111
22－2493
22－5333
23－2181
22－2451
24－1701
22－2510
23－1391
22－4936
22－3163
22－4321
24－1202
22－1188
22－5052
24－1118

医療機関名 住　　所 電　話 医療機関名 住　　所 電　話
光整形外科医院
平井胃腸科外科医院
藤 塚 医 院
藤塚クリニック
ほたか医科歯科クリニック
松田耳鼻咽喉科医院
矢内整形外科医院
水 上 医 院
星 野 医 院
金 子 医 院
柄 沢 医 院
山 本 医 院
田中内科医院
竹 内 医 院
たかだクリニック
月 夜 野 病 院
上牧温泉病院
武 士 医 院
川 場 診 療 所
片 品 診 療 所
塩 崎 医 院
ほ た か 病 院
森 下 診 療 所
皇 海 診 療 所

東倉内町 219-8
恩田町 137-1
下川田町 530
高橋場町 2150-11
下久屋町 940-1
東原新町 1528-17
薄根町 4062-3 
水上町鹿野沢 196
片品村鎌田 3973
白沢村平出 765
昭和村貝野瀬 272-2
新治村布施 573
新治村新巻 33-1
月夜野町下津 2095
水上町川上 40-6
月夜野町真庭 316
月夜野町石倉 198-2
利根村高戸谷 448-3
川場村谷地 2077-1
片品村鎌田 3946-26
月夜野町後閑 1243
川場村生品 1861
昭和村森下 1024 
利根村大楊 969

24－0123
24－1721
22－3263
23－7300
23－0678
23－3387
23－8711
72－2031
58－2018
53－2008
22－4170
64－0440
64－1118
62－1677
72－8511
62－2011
72－5858
56－2041
52－2014
58－3910
62－2035
52－2141
24－6000
50－8133
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「工業統計調査」が、平成15年12月

31日現在で全国一斉に実施されます。

「工業統計調査」は、製造業を営む

事業所を対象として、その活動実態を

明らかにすることを目的として調査し

ます。

調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重

要な基礎資料として利用されるとともに、企業大

学などでの研究資料、小・中・高等学校の教材な

ど、広く利用されているところです。

調査方法は、知事から事務を委嘱された調査員

が事業所を直接訪問して、調査票の記入をお願い

し、記入した調査票を回収する調査員調査です。

皆様から提出していただく調査票については、統

計法に基づき調査内容の秘密は厳守され、統計作

成の目的以外には一切使用されませんので、正確

な御記入をお願いいたします。

なお、記入等で不明な点がありましたら、各市

町村統計担当課又は下記までお問い合わせくださ

い。

群馬県庁　総務部統計課経済産業グループ

電話（直通）027－226－2412、2410

・定期預金等については、これまで同様、元本

1,000万円までとその利息等が保護されます。そ

れを超える部分は、破たん金融機関の財産の状況

に応じて支払われます（一部カットされることが

あります。）

・平成17年４月以降は、当座預金等の利息のつかな

い預金が全額保護されることになります。

・預金保険制度、農漁協系貯金保険制度ともに同様

の取扱いがなされます。

・詳しくは、金融機関の窓口または預金保険機構、

農水産業協同組合貯金保険機構、財務局にお問い

合わせください。

金融庁・預金保険機構
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こ
れ
か
ら
風
邪
が
流
行
す
る

時
期
で
す
ね
。
日
本
人
は
ひ
と

冬
で
、
２
回
〜
３
回
風
邪
を
ひ

い
て
い
る
よ
う
で
す
。
や
っ
と

風
邪
が
治
っ
た
の
に
ま
た
ひ
い

て
し
ま
っ
た
、
な
ん
て
こ
と
も

あ
り
ま
す
よ
ね
。

私
た
ち
が
風
邪
を
ひ
い
た
時

に
鼻
水
や
熱
が
出
る
の
は
、
治

る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
治
っ
て
も
す
ぐ
に
風
邪

を
ひ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
の
ど
の
ほ
う
き
役
の

せ
ん
毛
細
胞
が
、
風
邪
で
壊
れ

る
と
治
る
ま
で
に
２
〜
３
日
か

か
り
、
こ
の
間
に
無
理
を
す
る

こ
と
で
別
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
た
め
で
す
。

で
は
風
邪
の
予
防
と
早
く
治

す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？
風
邪
の
原
因

の
９
割
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
退

治
す
る
良
い
治
療
法
は
残
念
な

が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
は
十

分
な
休
養
を
と
り
、
自
分
自
身

の
体
が
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
て

る
よ
う
に
し
て
や
る
こ
と
が
一

番
大
切
で
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、

風
邪
を
よ
せ
つ
け
な
い
体
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

①
十
分
な
睡
眠
を

夜
は
免
疫
を
高
め
る
リ
ン
パ

球
が
増
え
る
の
で
体
を
休
め

ま
し
ょ
う

②
温
度
・
湿
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ルウ
イ
ル
ス
は
高
温
多
湿
に
弱

い
③
バ
ラ
ン
ス
良
く
栄
養
を
十
分

にビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
タ
ン
パ
ク
質

を
多
く
と
り
ま
し
ょ
う

④
い
つ
も
清
潔
に

手
洗
い
・
う
が
い
を
ま
め
に

し
ま
し
ょ
う

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
体
の
こ
と

「
ど
う
し
て
風
邪
を
ひ
く
の
？
」

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

平成15年
工業統計調査にご協力を
平成15年
工業統計調査にご協力を
平成15年
工業統計調査にご協力を
平成15年
工業統計調査にご協力を
平成15年
工業統計調査にご協力を
平成15年
工業統計調査にご協力を
平成15年
工業統計調査にご協力を
平成15年
工業統計調査にご協力を
平成15年
工業統計調査にご協力を

当座預金、普通預金、別段預金は、
平成17年３月末まで引き続き全額
保護されます

当座預金、普通預金、別段預金は、
平成17年３月末まで引き続き全額
保護されます

当座預金、普通預金、別段預金は、
平成17年３月末まで引き続き全額
保護されます

当座預金、普通預金、別段預金は、
平成17年３月末まで引き続き全額
保護されます

当座預金、普通預金、別段預金は、
平成17年３月末まで引き続き全額
保護されます

当座預金、普通預金、別段預金は、
平成17年３月末まで引き続き全額
保護されます

当座預金、普通預金、別段預金は、
平成17年３月末まで引き続き全額
保護されます

当座預金、普通預金、別段預金は、
平成17年３月末まで引き続き全額
保護されます

当座預金、普通預金、別段預金は、
平成17年３月末まで引き続き全額
保護されます



○
期
日
及
び
会
場

平
成
15
年
12
月
13
日
（
土
）

ほ
た
か
保
健
福
祉
専
門
学
校
（
子
持

村
上
白
井
）

平
成
15
年
12
月
20
日
（
土
）

群
馬
松
嶺
福
祉
短
期
大
学
（
太
田
市

内
ヶ
島
町
）

平
成
16
年
１
月
24
日
（
土
）

高
崎

福
祉
専
門
学
校
（
高
崎
市
八
千
代
町
）

平
成
16
年
１
月
25
日
（
日
）

群
馬

社
会
福
祉
大
学
（
前
橋
市
川
曲
町
）

※
参
加
は
こ
の
う
ち
１
回
で
す
。

○
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
内
容

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
就
業
希
望
者
向
け

の
実
践
的
な
実
技
演
習
等

○
対
象

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
有
す
る
就

業
希
望
者
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

業
務
初
任
者

○
定
員

各
会
場
40
人

○
参
加
費

３
０
０
０
円

○
申
込
み
期
間

平
成
15
年
11
月
５
日
（
水
）
〜

※
各
会
場
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
。（
就
業
希
望
者
優
先
）

○
申
込
み
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

往
信
面
に
希
望
会
場
（
第
２
希
望
ま

で
記
入
）
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
就
業
希
望
者
も
し
く
は
ヘ
ル

パ
ー
初
任
者
の
別
・
電
話
番
号
・
ヘ

ル
パ
ー
資
格
取
得
年
お
よ
び
級
・
昼

食
（
有
料
）
希
望
の
有
無
を
、
返
信

面
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
下
さ

い
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会

（
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域

福
祉
グ
ル
ー
プ
）

〒
３
７
１
‐
８
５
２
５
　
前
橋
市
新

前
橋
町
13
‐
12

1
０
２
７
―
２
５
５
―
６
０
３
２

5
０
２
７
―
２
５
５
―
６
４
４
４

E
m
ail

／B
N
G
10A
D
E

＠w
am
net．

w
am
.go.jp

国
土
交
通
省
の
砂
防
事
業
に
伴
い

伐
採
し
た
木
を
「
薪
木
」
と
し
て
再

資
源
化
す
る
た
め
に
無
料
で
配
布
い

た
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
申
込
先
ま

で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望

数
量
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

配
布
日
時
等
が
決
ま
り
次
第
、
当

所
か
ら
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
申
込
人
数
に
よ
り
配
布
料

を
調
整
さ
せ
て
頂
く
こ
と
、
積
込
・
運

搬
に
つ
い
て
は
ご
自
身
で
責
任
を
持

っ
て
行
っ
て
頂
く
こ
と
を
条
件
と
い

た
し
ま
す
の
で
予
め
御
了
承
下
さ
い
。

申
込
期
限

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
日
ま
で

申
込
先

国
土
交
通
省

利
根
川
水
系
砂
防
事
務
所

片
品
出
張
所

1
五
八
―
二
〇
六
一

納
税
の
方
法
で
、
口
座
振
替
に
よ

る
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
さ
れ
る
と
納
税
の
手
数
が

少
な
く
な
り
便
利
で
す
。
手
続
は
、

簡
単
に
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
用
紙

は
、
役
場
税
務
課
、
ま
た
は
、
各
金

融
機
関
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課
（
内
線
37
）

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
）
希
望
者
即
戦
力

化
研
修
の
参
加
者
募
集
に

つ
い
て

振
替
納
税
の
利
用
を

「
薪
木
」
の
無
料
配
布
に

つ
い
て

10
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11
月
は
、
み
な
さ
ん
に
国
民
年
金
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
『
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
』
で
す
。

「
老
後
の
心
配
な
ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
、
そ
れ
ま
で
は
関
係
な

い
」
と
若
い
人
は
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
に
は
老

後
の
た
め
の
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
、
若
い
人
に
も
決
し
て
無

縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
　
老
齢
基
礎
年
金

原
則
と
し
て
、
加
入
期
間
が
25
年
以
上
あ
る
人
が
、
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
　
障
害
基
礎
年
金

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
　
遺
族
基
礎
年
金

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
と
い
う
３
つ
の
年
金
で
み
な
さ
ん
の
生
活
を
支
え
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
は
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
で
す
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当
館
勤
務
の
金
野
貴
子
さ
ん
（
東

小
川
）
が
本
（
童
話
）
を
出
版
し
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

金
野
さ
ん
は
、
小
学
生
の
と
き
、

担
任
の
先
生
と
の
出
会
い
に
よ
り
書

く
楽
し
み
を
覚
え
、
本
を
出
版
す
る

に
い
た
り
ま
し
た
。

リ
ネ
ッ
ト
の
草
原
（
文
芸
社
出
版
）

深
山
花
流
（
ペ
ン
ネ
ー
ム：

み
や
ま

か
る
）

桜
苺
が
生
い
茂
る
清
涼
で
美
し
い

草
原
を
背
景
に
、
少
女
の
心
の
成
長

「
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
郷
土
の

偉
人
の
功
績
を
後
世
に
」
と
東
小
川

の
住
民
が
、
同
所
の
龍
滄
院
地
内
に

顕
彰
碑
を
建
立
し
た
。

こ
の
碑
は
、
顕
彰
碑
建
設
発
起
人

会
（
宮
田
勝
代
表
）
が
地
区
住
民
に

呼
び
か
け
、
三
百
人
ほ
ど
の
浄
財
で

建
て
た
。
高
さ
二
・
五
㍍
、
幅
一
㍍

厚
さ
二
十
㌢
の
黒
御
影
石
の
碑
に
は

「
須
藤
主
税
」「
筧
耕
亭
」
の
二
人
が

連
名
で
刻
ま
れ
て
い
る
。

須
藤
氏
は
同
所
の
農
民
だ
っ
た
が
、

江
戸
初
期
の
真
田
氏
の
圧
政
に
耐
え

ら
れ
ず
、
増
税
の
た
め
拡
大
検
地
を

強
行
し
た
横
暴
な
役
人
を
切
り
殺

し
、
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
に
そ

の
罪
で
処
刑
さ
れ
た
。
須
藤
氏
が
処

刑
さ
れ
た
十
二
日
後
に
窮
状
を
直
訴

し
た
月
夜
野
町
の
杉
木
茂
左
衛
門
が

処
刑
さ
れ
て
お
り
、
茂
左
衛
門
の
ほ

か
に
そ
の
背
景
に
は
歴
史
の
な
か
に

消
え
て
し
ま
っ
た
須
藤
氏
の
よ
う
な

多
く
の
農
民
の
命
を
か
け
た
抗
議
が

あ
り
、
そ
の
後
の
「
貞
享
の
お
助
け

検
地
」
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
筧
氏
は
江
戸
末
期
に
同
所
に

私
塾
「
医
国
堂
」
を
開
き
、
村
民
の

教
育
に
尽
く
し
た
と
い
う
。

移
り
行
く
人
の
世
に
と
も
す
れ
ば

忘
れ
が
ち
に
な
る
二
氏
の
偉
業
を
思

い
起
こ
し
、

顕
彰
碑
を
建

立
し
て
、
そ

の
功
績
を
称

え
永
く
後
世

に
伝
え
る
も

の
で
あ
る
。

を
描
い
た

「
リ
ネ
ッ
ト

の
草
原
」（
表

題
）
他
、
４

編
を
収
録
。

卓
越
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
性
は
大
人
も
味
わ
い
た
い

一
冊
で
す
。

以
下
、
本
人
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

私
に
は
、「
パ
ン
ダ
先
生
」
と
慕

う
恩
師
が
い
ま
す
。
今
回
の
出
版
を

一
つ
の
到
達
点
と
考
え
る
な
ら
、
す

べ
て
の
出
発
点
は
こ
の
「
パ
ン
ダ
先

生
」
と
の
出
会
い
か
ら
と
い
え
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
本
の
あ
と
が
き
に

書
き
ま
し
た
。

自
分
の
本
を
出
す
こ
と
が
長
い
間

の
夢
で
し
た
が
、
い
ざ
出
版
と
な
る

と
本
当
は
と
て
も
勇
気
の
い
る
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
で
も
私
に
は
、
本
を

出
す
こ
と
で
伝
え
た
い
思
い
が
三
つ

あ
り
ま
し
た
。

自
分
と
い
う
も
の
を
意
識
し
て
、

自
己
確
立
を
始
め
た
こ
ろ
に
よ
い
先

生
と
出
会
え
た
こ
と
は
幸
運
で
し

た
。
い
つ
も
〝
あ
な
た
の
愛
読
者
で

す
〞
と
励
ま
し
続
け
て
下
さ
っ
た

「
パ
ン
ダ
先
生
」へ
感
謝
の
気
持
ち
を

形
に
し
て
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
よ
り
よ
い
教
育
に
よ

っ
て
子
ど
も
の
芽
が
伸
び
る
こ
と

を
、
こ
の
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
私

は
、
現
在
、
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る

方
々
に
も
〝
ほ
め
て
伸
ば
す
〞
と
い

う
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
教
育
者
で
も
な
い
私
が
言
う
の

も
お
こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
、
教
師

の
何
気
な
い
一
言
は
、
と
て
も
重
い

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
心
に
留
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
夢

は
か
な
う
と
い
う
こ
と
を
、
す
べ
て

のD
ream

er

に
伝
え
た
い
で
す
。

図書室だよ
り�

読んでみませんか

『精霊の守り人』『闇の守り人』
『夢の守り人』『虚空の守り人』
『神の守り人』来訪編・帰還編

上橋菜穂子　著

女ながら、腕のたつ用心棒であ

るバルサは、偶然、新ヨゴ皇国の

王子チャグムの命をすくう。危う

しバルサ！　人の世界と精霊の世

界が混在する。ハイファンタジー

シリーズ　児童書ですが大人も充

分楽しめます。

＊火～金PM1:00̃5:00 開室

＊　はお休みです。

＊□印はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー
11／9～12／13

日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

12
2

郷
土
の
偉
人
を
後
世
に�

郷
土
の
偉
人
を
後
世
に�
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2003.11.22（土）23（日） AM10:00～PM5:00
県庁１階県民ホール　　入場無料

関連イベント

「ブロードバンドとインターネット放送」
11.22（土）14:00～16:45

場所 県庁２階ビジターセンター
定員 110名（当日受付）
主催 北関東ＩＴ推進協議会

①基調講演
「インターネット放送の

現状と未来」
講師　久保田達也氏

（㈱イッツ代表）
時間　14:00～15:30

②パネルディスカッション
「ブロードバンドと

インターネット放送」
パネラー　
北関東ＩＴ推進協議会
ブロードバンドコンテンツ部会
コア会議メンバー

時間　15:45～16:45

■最新機器展示コーナー
■ｅまちづくりコーナー
■テーマ別展示コーナー
「ハイテク県警」ゾーン
「IT学習」ゾーン
「情報バリアフリー」ゾーン
■大学コーナー
■特別展示コーナー
■抽選コーナー

触れてやさしさ、
感じて豊かさ
触れてやさしさ、
感じて豊かさ
触れてやさしさ、
感じて豊かさ
触れてやさしさ、
感じて豊かさ
触れてやさしさ、
感じて豊かさ
触れてやさしさ、
感じて豊かさ
触れてやさしさ、
感じて豊かさ
触れてやさしさ、
感じて豊かさ
触れてやさしさ、
感じて豊かさ

公的個人認証サービスって何？
今後、様々な行政手続きがインターネッ
トを通じてできるようになります。この
際、他人によるなりすまし申請や、通信
途中での改ざんなどを防ぐ必要がありま
す。公的個人認証サービスとは、電子証
明食文化体験交付することによりこうし
た機能を全国どこに住んでいる人に対し
ても提供するものです。

住民基本台帳カードは、個人情
報を守るICカードです。
希望する方に市区町村が交付する住民基
本台帳カードには、高度なセキュリティ
機能を備えたＩＣカードが採用されてい
ます。
住基ネットの端末での本人確認や公的個
人認証サービスのほか、市区町村が条例
で定めるサービスに活用することができ
ますが、カードに記録された情報の覗き
見や改ざん、カードの偽造などを防止す
ることができます。

ぐんま情報化フェア 群馬県民の日記念事業



人口と世帯(平成15年10月１日現在)世帯数 1,762世帯(－３) 男 2,945人(＋１) 女3,032人(＋４) 計5,977人(＋５）

将来どんな人になってほしいですか
心身ともに健康で、

誰にでも思いやりの心
を持って接することが
できる人、そして物事
を適切に判断し常に自
分の行動に責任が持て
る人になってほしいで
す。

ちゃん（H14．11．５生）

萩原　亨・かおり さん（土出）のお子さん

命名

瑠菜

星
野
　
武
士
　
女
　
伶
　
実
　
花
　
咲

星
野
　
重
雄
　
男
　
圭
　
亮
　
東
小
川

佐
々
木
　
悟
　
男
　
伶
　
恩
　
幡
　
谷

入
澤
　
正
成
　
女
　
香
　
穂
　
越
　
本

星
野
　
朋
海
　
男
　
駿
　
斗
　
摺
　
渕

星
野
　
剛
史
　
男
　
凛
　
都
　
下
　
平

(((((

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
七
人

飯
塚
　
英
子
　
七
三
歳
　
摺
　
渕

萩
原
　
よ
し
　
八
六
歳
　
土
　
出

萩
原
二
三
夫
　
六
九
歳
　
土
　
出

吉
野
は
る
よ
　
八
〇
歳
　
土
　
出

星
野
　
洋
一
　
六
一
歳
　
須
賀
川

梅
澤
　
安
男
　
七
四
歳
　
土
　
出

小
林
　
た
ま
　
八
八
歳
　
下
　
平

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
六
人

九
月
二
十
日
〜
十
月
十
九
日

れ
　
　

み

け
い
　

す
け

れ
　
　
お
ん

か
　
　

ほ

は
や
　
　
と

り
ん
　
　
と
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画数の良い名前の中
から、響きが可愛い
「瑠菜」に決めました。
瑠璃色の海の寛大さ、
菜の花の明るさをそれ
ぞれの漢字に込めまし
た。

国民健康保険税
固 定 資 産 税
水　道　料

納期は12月１日です

第８期
第４期

10・11月分

今月の納期は

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
五
組

○
須
　
田
　
正
　
樹

榛
東
村

桑
　
原
　
香
　
里

御
座
入

○
星
　
野
　
秀
　
光

花
　
咲

須
　
藤
　
仁
　
美

粕
川
村

○
笠
　
原
　
博
　
光

越
　
本

豊
　
嶋
　
　
　
妙

茨
城
県

○
佐
　
藤
　
実
音
男

神
奈
川
県

星
　
野
　
明
　
菜

土
　
出

○
吉
　
野
　
正
　
章

沼
田
市

星
　
　
　
裕
　
美

東
小
川

る　 な

将来どんな人になってほしいですか
健康で人にやさしい子

になってほしいです。

ちゃん（H14．11．６生）

千明秀藤・有香 さん（東小川）のお子さん

命名

育恵体が弱かったので、健
康に恵まれて育つように
“育恵”とつけました。

いく え

将来どんな人になってほしいですか
春に咲く菜の花の様に

周りの人をポカポカと温
かい気持ちにする人にな
って欲しい。
そして、健康で幸せな

人になります様に。

ちゃん（H14．11．20生）

村上雅人・美奈子 さん（土出）のお子さん

命名 なの花
とにかく“可愛らし

く・女の子らしい・優し
い名前”と思い付けまし
た。
菜の花も大好き・黄色

も大好きなので『これ
っ！！』と決めました。

は

将来どんな人になってほしいですか
人や物との全ての出

会いを大切にし、さり
げない心遣いのできる
人になってほしい。そ
して名前のように男の
子らしく、どんな時で
も前向きな姿勢でいら
れる人になってもらえ
たらと思います。

くん（H14．11．２生）

高橋昭彦・由美 さん（御座入）のお子さん

命名 龍之介
男の子だったら「龍」

の字を使おうと考えて
おり、画数の本を参考
にしながら想像上の生
物である龍のように天
に向かってのびのびと
元気にたくましく育っ
てほしいとの願いを込
め、「龍之介」と名付
けました。

りゅうのすけ

編
集
・
発
行
／
片
品
村
役
場
総
務
課
　
　
〒
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8
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